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「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 活 動活 動活 動活 動 報 告報 告報 告報 告  

                     秦  康 夫            

2 0 1 5 年年年年 1 2 月月月月 2 0 日日日日 （ 日 ）（ 日 ）（ 日 ）（ 日 ） 9 : 3 0 ～～～～ 1 3 : 0 0  

作 業 項 目 ： １ ） 枯 木 伐 木  

     ２ ） 登 山 道 ･ 作 業 道 整 備  

     ３ ） 林 床 整 備  

 ３ 班 に 分 か れ 、 １ 班 、 ２ 班 は 前 回 に 引 き 続 き 、 4 5 林 班

「 ろ ３ 」地 区 と「 に ３ 」地 区 境 界 尾 根 筋 の 天 然 林 の 整 備 、

３ 班 は 、 原 大 橋 バ ス 停 へ の 登 山 道 と し て も 利 用 さ れ て い

る 南 斜 面 の 作 業 道 の 整 備 を 行 う こ と に し た 。  

 午 前 中 だ け の 作 業 だ っ た が 、 諸 道 具 を 駆 使 し て 1 4 ～ 5

本 の 松 の 枯 損 木 が 処 理 で き た 。 ま た 登 山 道 も 、 整 備 で き

た の は 3 0 ｍ 程 だ が 、 途 上 に 真 横 に 横 た わ る 径 3 0 c m 程 の

松 の 倒 木 と 、 頭 上 に 垂 れ 下 が っ て 今 に も 落 ち て き そ う な

太 い 枯 れ 枝 を な ん と か 処 理 出 来 た の は よ か っ た 。 こ の ２

本 は 、 以 前 か ら 気 に な っ て い た も の で あ る 。 つ る 切 り や

水 切 り 溝 の 整 備 、 小 潅 木 類 の 伐 採 整 理 等 も 併 せ て 行 い 午

前 の 作 業 を 終 了 し た 。  

 本 山 寺 山 の ご 住 職 に 、 今 年 の 作 業 無 事 終 了 の 挨 拶 を 済

ま せ た あ と 、 午 後 は 「 美 人 の 湯 ・ 祥 風 苑 」 へ 移 動 し て 遅

め の 昼 食 会 、 兼 今 年 １ 年 を 振 り 返 っ て の 反 省 会 と し た 。  

【【【【 作 業 参 加 者 】】】】  

阪 下 幸 一  井 上 達 男  斧 田 一 陽  倉 谷 邦 雄  武 田 壽 夫  

福 井 誠  小 櫃 徹 夫  黒 山 泰 弘  薦 田 佳 一  秦 康 夫  
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①  ブ ラ 下 が り 木  処 理 前  

 

②  ブ ラ 下 が り 木  処 理 中  
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③  ブ ラ 下 が り 木  処 理 後  

 

④  枯 損 木 伐 採  作 業 中  
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⑤  枯 損 木 伐 採  作 業 後  

 

⑥  登 山 道 に 横 た わ る 倒 木  整 理 中  
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⑦  登 山 道 に 横 た わ る 倒 木  整 備 後  

 

⑩ 集 合 写 真  

                     


